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はじめに

豚サーコウイルスは１型（����）と２型（����）

に分けられ、����は病原性がないと言われている�����。

病原性があると言われる����は遺伝子型別で�����

������（以 下、������）と ��������	
�（以 下、

������）に大別され、������はＡ～Ｃに、������はＡ

～Ｅに分類される�������。������はヨーロッパで高い事

故率の原因とされていたが���、平成１７年北米において

この型が流行し、肥育豚の事故率が上昇したことが報

告された�����。

わが国において分離される����は従来������に

属し、������は分離されていなかった���。

しかし、平成１８年４月、事故率が上昇した県内の１

養豚場の病性鑑定の結果、本県で初めて������のウ

イルスを検出し、その浸潤状況について調査したので

概要を報告する。

千葉県養豚密集地域の現状

県内の一養豚地域において、豚の事故率について聞

き取り調査を実施した。３，０００頭以上飼養する大規模

農場で２４戸中２３戸、３，０００頭未満の中小規模の農場１８５

戸中５５戸から回答があり、平成１９年度において前年度

に比べ豚の死亡が増加したと回答した農場は大規模農

場では８７％、中小規模農場では３６％であり、大規模農

場において事故率の増加が顕著であった（図１）。

事故率が高いのは、６０日～９０日齢の離乳後の豚で、

腹式呼吸や削痩を主徴としている。また、死亡しなく

ても削痩や成長遅延により出荷が遅れるため、実際の

経済的被害はより甚大となっている。

また、飼養衛生管理状況が良い農場においてもこの

ような被害が出ている。

本地域の農場のうち、病性鑑定等で立ち入りした１１

農場全体の事故率の推移を示した。１１農場の内訳は、

３，０００頭以上を飼養する大規模農場が６農場、３，０００頭

未満の中小規模農場が５農場であった。

平成１７年の秋に事故率が２０％以上に上昇し夏場には

一旦減少したが、平成１８年秋ごろから再び２５％程度ま

で上昇した。また、この１１農場の中には事故率が５０％

以上に上昇した農場もあった（図２）。

病性鑑定

平成１９年４月に、本地域内の母豚４００頭規模で一貫経

営農場の病性鑑定を行った。当該農場でも平成１７年秋

から呼吸器症状や流産等により、事故率が２０～３０％ま

で上昇した。その後、消毒や豚繁殖呼吸器障害症候群

（����）ワクチン接種等の対策により夏には事故率の

低下がみられた。しかし、１８年秋から子豚舎内（３０日
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図１　事故率上昇の有無

図２　一養豚地域における事故率の推移

図３　事故率の推移
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～９０日齢）で正常に発育している豚が前駆症状無く突

然死亡するようになり、再び事故率が上昇した（図３）。

死亡豚の剖検所見として、約半数で胃潰瘍を認めた。

検査材料及び方法

病性鑑定は、３５日齢、７０日齢、７７日齢で突然死した

３頭を検査材料とした。

病理組織学的検査は、��染色と抗����ビオチン

化豚血清を用いた免疫染色を実施した。

ウイルス学的検査として、���による����遺伝子

検索と����遺伝子型別を実施した。

成　績

１．病理組織学的検査成績

病理組織学的検査成績を表１に示した。

３頭全て栄養状態良好であったが、３５日齢及び７７日

齢の豚は、体表蒼白であった。

３頭の体表リンパ節は重度に腫大し、組織所見では

体表リンパ節、扁桃及び脾臓のリンパ濾胞で高度なリ

ンパ球の脱落、細網細胞にはぶどうの房状の好塩基性

細胞質内封入体を認め、����抗体による免疫染色で

は封入体に一致して陽性反応を示した。

３５日齢の肝臓では壊死性肝炎が見られた。肝細胞は

高度に壊死、リンパ球やマクロファージが浸潤、

����抗体による免疫染色ではマクロファージや壊死

した肝細胞が陽性反応を示した。

７０日齢の肺では点状出血、７７日齢の肺では左右前葉

の辺縁部に結節がみられた。組織所見では７０日齢及び

７７日齢で増殖性壊死性肺炎がみられ、����抗体によ

る免疫染色では、肺胞内の細胞退廃物やマクロファー

ジに陽性反応が認められた。３５日齢および７７日齢の胃

は菲薄化、出血し、胃潰瘍がみられたが、����の免

疫染色では病変部で抗原は確認できず、����の関与

は不明であった。

２．ウイルス学的検査成績

���では、３頭の肺、顎下リンパ節、ソケイリンパ

節、心嚢水から����特異的遺伝子を検出した。肺か

ら分離した３株の遺伝子型別の結果、３５日齢で検出し

た����は������、７０日齢および７７日齢から検出し

た����は������に分類された。

以上から、３５日齢の豚は������、７０日齢および７７

日齢の豚は������による豚サーコウイルス２型感染

症と診断した。

浸潤状況調査

千葉県で������を確認したのは今回が初めての事

例であり、浸潤状況を調査するため、本地域の農場を

中心に、事故率が上昇して病性鑑定を実施した農場で

検出した����遺伝子について型別を実施した。

検査材料及び方法

調査は、事故率が上昇している地域で、病性鑑定を

実施した１６農場で検出した����遺伝子２５検体につい

て遺伝子型別を実施した。

成　績

検査に供した２５検体の系統樹を図４に示した。

ヨーロッパで多く分離されている株と同じ������

が１２検体、北米及び日本で従来分離されていた

�������が８検体、�������は５検体であった。

１６農場における、それぞれの型ごとの農場数は

������　９農場、�������　６農場、�������　３農

場であった（図５）。なお、２つの遺伝子型が検出され

た農場が２農場あった。

表１　病理検査成績
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図４　PCV2 系統樹
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今回調査した農場は事故率が上昇して病性鑑定を実

施した農場であり、県内に少なくとも３つの型が流行

している事及び事故率が上昇している農場における

������の浸潤度が高いことが判明した。

まとめ及び考察

事故率が上昇している１農場の病性鑑定により、千

葉県で初めて ��������	
�の存在を確認した。

������は平成１７年以降、北米で甚大な被害を出してお

り、その発生が世界的に問題となっている���。日本で分

離される����は、従来������であり、平成１８年度

診断予防技術向上対策事業において調査した、１２府県

３１農場でも、������は確認されなかった。今回、本

地域の農場を中心に、事故率が上昇して病性鑑定を実

施した１６農場で浸潤状況調査を実施したところ、９農

場で������が確認された。このことから、本地域の

事故率が上昇している農場において、������が浸潤

しており、同ウイルス株が本地域における事故率上昇

の一因であることが推察された。

����に関しては型による病原性の違い、発病機序

等不明な点が多いのが現状である。今後、事故率が低

い農場と高い農場との比較、各型の浸潤状況や病原性

の違い等を調査し、����関連疾病の発生機序につい

て検討していきたい。また����関連疾病は他の疾病

との混合感染などの因子により発症リスクが高まるこ

とが報告されている�������。今回の調査対象農場におい

ても����ウイルス、サルモネラや他の細菌の混合感

染もみられており、これらの因子の解明や病原性の違

いを検討することにより����の対策につながるもの

と考える。

平成２０年度千葉県では����関連疾病を含む、豚の

慢性疾病への対策として新たな事業を実施する予定で

ある。

今後も、関係機関と連携し、損耗率の低減に取り組

んでいきたい。
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図５　PCV2 遺伝子型別農場数




